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近年のスマホの爆発的な普及に伴い，スマホが日常的に子育てにも利用されています。「健康

に良くないと思いながらも，手軽なためについ与えてしまう。」「公共の場で機嫌の悪い時は，本

当に助かった。」など，便利な反面よくない影響があることはわかっていても，どうすればよい

かわからず，漠然と不安を感じている保護者が多いようです。 

町ではベビーカーに乗ってスマホを見て

いる赤ちゃんや，泣いたらスマホを見せ

る親をよく見かけるね。でも「子どもに

は使わせたくない」という親もたくさん

いるそうよ。 

ほんとだね～ある調査では，６か月から

６歳までの子どもの母親のスマホ所有

率が, 2013 年は 6 割だったのに，

2017 年には 9 割に増えたんだって！ 

 スマホ利用が多くなったね！ 

 スマホの子どもへの問題点って何かしら？ 

 え～     ほとんど持ってるってことね！ 

では，「問題点について」は次のページを

見てね。 
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ことばを話せない赤ちゃん，気持ちを上

手に言葉にできない幼児には，周囲の大人

が子どもからのサインを上手にキャッチ

して適切に応答することが大切です。母親

が赤ちゃんの顔を見ずにスマホの画面を

見つめながら授乳したり，子どもが話しか

けても気づかずにスマホを操作していた

り，あるいは，親の時間確保のため子ども

にスマホでひとり遊びをさせたり・・・・

こうした大人の姿は，愛着形成だけでな

く，ことばや共感性の発達など，コミュニ

ケーションにも影響を及ぼす可能性があ

ります。 

愛着形成が・・・ 

赤ちゃんの視力は 0.01 ほどですが，

小学校入学までに，成人の視力までに発

達します。「遠くのものを見る」「奥行き

を判断する」「動くものを追う」などする

なかで，脳との連動も発達していきま

す。近いところばかり見ていては，視力

は発達しないどころか悪化していくこ

ともわかっています。スマホの画面を見

ているときは，近くて狭い画面を見てい

るので，視力が育たず左右差も出てくる

でしょう。また，長時間の使用も，子ど

もたちの視力を悪化させてしまいます。 

 

視力が・・・ 

 

 

スマホの画面からは，ブルーライ

トが出ています。ブルーライトは昼

間の太陽光に含まれている光で，目

を通して脳内の体内時計に作用し

て，脳に昼間であると勘違いさせて

しまいます。「夜にスマホを見る」「布

団の中でスマホを見る」などは，睡眠

に悪影響を与えます。ぐっすり，質の

良い睡眠をとるためには，大人も子

どももやめたほうがよいのです。  

 

 睡眠が・・・ 

子どもは，色々な体験を積み重ね

ていく中で，見る・聞く・触る・味わ

う・臭うの「五感」をバランスよく使

っていくことが脳の栄養となり，豊

かな感受性や安定した情緒の発達に

つながります。そんな発達の途中に

いる子どもたちを，指先の動作と画

面の中の出来事であるスマホにどっ

ぷり漬からせてしまうと，「五感」を

刺激する機会をうばいかねません。 

 

体験が・・・ 

ほけんだよりは，くれ子育てねっとの子育て支援サービスでもご覧になることができます。 

ＵＲＬ http://www.kure-kosodate.com/ 

 

子どもたちの心身の健やかな発達のためには，なるべく見せない（見るときは

大人と一緒に見る），できるだけ現実の体験を経験させることが大切です。 

http://www.kure-kosodate.com/

